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　飲み屋での話しで一番多いのが上司への愚痴

だ。ダメな上司とはどんな上司かという話しに

なると、自分の上司の例を含めてものすごく話

しが盛り上がる。内容としては、いずれももっ

ともなものばかりだ。

部下への責任転嫁

　「責任をとらない、部下の責任にして逃げる」

ということでは、具体事例を聞かせてもらうと、

部門を預かる責任者としての自覚の無さを感じ

るものが多い。「そんなことは聞いていない」、

「そんな報告は受けていない」、「そんなことを

言った記憶はない」というように「ない」「ない」

「ない」という正に「3 ない病？」と言いたく

なるような例だ。部下の言い分としては、「報

告したのに」、「相談したのに」というようなこ

とから、「それでよいと言ったのに」というよ

うに、明らかに上司としての役割を果たしてい

ないのではないかという例が多い。

成果は自分のもの

　また、それとは逆に成果が出れば、「成果は

すべて自分のものにする」という例もある。部

下が考えてやってくれたことも、偶然そうなっ

ただけというものも「すべて私の指示でやらせ

たもの」にしているような例だ。自分の成果を

いかにアピールするかだけを考えている上司は

滑稽にさえ映る。

組織運営の基本ができていない、自分の考
えが無い

　「仕事の指示だけして何のためにやるのかと

いう目的や背景説明がなく、よかれと思って

やったことが大変な叱責を受けた」というよう

に、目的もきちんと説明せずに仕事を指示して

いる例もある。「組織運営の基本」ができてい

ない管理者の例だ。

　また、社長や上司のご意向だけを伺うことに

徹してきた上司に多いのが、「自分の考え方が

ない」「自ら方針が出せない」といったものだ。

経営の基本やビジョンを踏まえて何をしていく

必要があるかを自ら考えていれば、それを踏ま

えて自分なりの考え方や方針を示すことはでき

るし、また、判断基軸がぶれることはない。し

かし、自ら考えることなく、言われたことだけ

を忠実にやることで出世してきた管理者には、

考え方の基本を聞かれても答えられないのは当

然だ。また、このような管理者に多いのが、ど

うすると社長や上司に喜ばれるかだけを考えて

いるということだ。この姿は部下から見るとど

う映るだろうか。

自分で気付けていないパワハラも

　さらには、自分では気付けていないのがパワ

ハラだ。責任感が強く、できる上司に多いのだ

が、「どうしてできないのか」と声を荒げて詰

め寄ったり、できていないことを厳しく叱責し

たりということがある。その姿を自ら客観的に

見ることができればパワハラであることはすぐ

にわかるのだが、その余裕がないとパワハラを

していることに気付けていないことは多い。

　もっとも、特定の部下に対して、それはいじ

めではないかという事例もある。「あいつはダ

メだ」という言葉の背景には、自分が組織運営

をしていく上で、その人物の存在がいつも思う

ような成果を出せない原因の一つになっている
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【第11面に続く】
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といじめにつながりやすい。それを意識すれば

するほど、うまくできないケースが目につき、

いじめにつながる。部下の皆さんは、それは誰

なのかもよく見ている。

部下の視点で自分を見直してみる

　一例を示したが、筆者はこれらを「管理者が

陥る病」と言っている。これらからわかるよう

に、いかに部下は上司を見ているかということ

だ。そういう意味では、部下の視点で自分を見

直してみるということが大切だ。自分は管理者

が陥りやすい病にかかっていないだろうか。

　日本本社の社長や幹部への不満を感じること

が多いのと同じように、部下の皆さんから自分

への不満も多いかもしれないと思いを寄せてみ

ることも大切ということだ。それこそが、部下

の皆さんから信頼され、全社一丸となって推進

できるベースを作ることにつながるのではない

だろうか。

【第10面から続く】

　5 月 17 日のドルバーツは 32・01 バーツで取引

を開始した。海外投資家によるタイ債券・株式

の売り越しが継続するとドル高圧力が継続。海

外時間、米 5 月フィラデルフィア連銀景況指数

が予想を大幅に上回る良好な結果となると、ド

ル買い優勢となり 32・13 バーツまで上昇した。

　18 日も 5・10 日の需要に支えられる形で、

ドルバーツは底堅く推移。米中通商会議におい

て中国が輸入拡大を提案したとの報道を背景

に、貿易戦争が回避されるとの見方が拡がると、

ドルバーツは一時 32・21 バーツまで上昇した。

週明け 21 日、タイ第一四半期 GDP 成長率が前

年比 4・8％と、市場予想を大幅に上回る結果

となったが、週末の米中通商会議によって、中

国が輸入を増やすことを約束し、追加関税発動

の保留で一致したとの発表を受け、ドル買い優

勢な展開となると、ドルバーツは週高値となる

32・27 バーツまで上昇した。

　22日、タイ商業省が発表した 4月貿易統計は、

輸出が前年比 12・3％、輸入が前年比 20・3％

といずれも 2 桁成長となったが相場への影響は

限定的であった。グローバルにドル高が一服す

る中、ドルバーツは海外時間には 31・98 バー

ツまでの反落となったが、23 日、32 バーツ割

れ水準では相応のドル買い需要にも支えられ、

ドルバーツは再び 32・15 バーツ近辺まで上昇

している。

中長期的にはドル買いトレンドからの反転を想定

　米中通商会議にて中国が輸入拡大を提案との

報道に、貿易戦争回避の思惑が高まると、米

10 年債が 7 年ぶりに 3・12％へ上昇した。中国

が米国からの輸入を大幅に増やすことで合意し

た意義は大きく、米国ムニューシン財務長官、

中国の劉副首相の双方から貿易戦争を回避する

意向が示されたことになる。懸念される最悪の

シナリオが後退し、ドル安圧力が後退した格好

で、ドルバーツにも上昇圧力がかかった。今後

は米国金融政策が焦点になってくるが、インフ

レについての現状認識、見通しには上方修正が

されており、　FOMC 議事要旨にて利上げへの積

極姿勢が確認されればドル買いのサポートの材

料となる。とは言え、米国債が 3％を超えての

上昇には調整が入るものと見ておきたい。

　一方、21 日に発表されたタイの 2018 年第一

四半期 GDP は、前年同期比 4・8％増（前四半

期 4・0％増）と強い内容となった。更に、18

年の GDP 成長率予測を、4・2％～ 4・7％増（従

前 3・6％～ 4・6％増）への引き上げているが、

官民の投資拡大を牽引役としてみており、更に

は 18 年の輸出を前年比 8・9％増加という強気

の見立てとなった。先日のタイ金融政策決定委

員会の声明でも、外需の伸びや内需も徐々に回

復してきたことでタイの景気は堅調との見立て

であり、タイ経済動向への見通しには明るい材

料が並ぶ。

　先週 17 日に 14 年 11 月以来 3 年半ぶりにイ

ンドネシア中銀が利上げを実施しているが、足

元の米金利上昇に伴うルピアの急落を支える通

貨防衛の動きとの解釈もできる。タイに関して

は経常黒字であることからも通貨防衛に迫られ

ることはないという理解が既定路線。ドルバー

ツに関しては、中期的にはここもとのドル買い

のトレンドが反転し、緩やかなバーツ高進行に

戻るシナリオを想定しておきたい。

　　　　　　　　　　　　　（5月 23 日 22:15） 
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ドルバーツは
一時 32 バーツ割れ水準まで下落
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